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Abstract
    In order to understand the relationship between the social statuses acquired thorough employment in the life 
history and a feeling of subjective well-being after mandatory retirement, We had interviews with two different 
groups of 15 elderly people concerning the theme "what do you think when you look back on your whole  life  ? And 
why do you think so ?" As a result, it was revealed that he acquired social statuses do not affect their feeling of 
subjective well-being but that ensuring financial stability and maintaining relationships with society through 
worthwhile activities lead to their feeling of subjective well-being. The elderly people themselves looked back on 
and talked about heir lives and what they felt at the time, which became an opportunity for them to look at their 
lives in positive light and led to a feeling of subjective well-being.





山 本 裕 子*,Els-Marie Anbacken**,中塘 二 三 生**
【要 旨】 人生暦を通して,就 業中に得た社会階級と定年退職後の主観的幸福感との関係を明ら
かにするために,異 なる2グ ループの高齢者15名を対象にテーマ 「自分 自身の今までの人生暦












23.1%とな り1)5人に1人 以上が高齢者でその うち介
護保険により要介護者および要支援者と認定された高
齢者は約2割 で何 らかの援助を受け2),残り約8割 の
高齢者 は地域の中で日常生活 を営んでいる。これら





































































Ⅳ.研 究 方 法
1.対象者
対象者 は,グ ループイ ンタビュー を実施 したボ ラン
テ イア グル ープ 「T」の男性3名,女 性2名 の計5名
(以下,Aグ ループ とす る)お よび 日本 セ カン ドライ
フ協 会 の男性6名,女 性4名 の計10名(以 下,Bグ
ループ とす る)の2グ ループ15名 であ る(表1)。
1)ボ ランテ ィア グルー プ 「T」の特徴
ボ ランテ ィアグルー プ 「T」は,C市 に所属 し,特
別養護老人 ホームな どにおいて入居 中の高齢者 と歌 を
唄 った り,手 品の披露 な どで高齢者 の心 を癒 し元気 づ
2.データ収集方法
グループインタビューは静かな個室で行い,所要時
間はAグ ルー プ1時 間30分,Bグ ループ2時 間20
分であった。先ず,グ ループインタビューを始める前
に人生暦の言葉の意味について説明を行った。その上
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「自分の人生狂 うほど飲んでいたら,サ ラリーマンでね,定 年迎えることは出来
なかっただろうし～。」
「酒を止めて6年 ちょっとになる。」
「妻は,一言 も僕の生 きざまに関 して文句は言わなかったし,言って も僕は聞か
んと思うね。今考えたら,よ く捨てられなかったなあと思うな～。」
「飲む,打 つ,す べてやっていたか らねえ～。安月給で,そ んなことやって,よ
う務まったな～。」
























































































の折に触れて,あ あ,そ ういうつらいこともあったんだなあ,と いう程度です。」
「嬉 しい思い出は,離 島に海底送水管を創設した時のことです。」
「苦 しかった思い出は,外 国産の機械 を技術導入したが,う まく製品が作 ること
ができなかったことです。」
「自分史をよく書 くなあなんて思っていましたが,や っぱり必要ですな。」
「食 う物 もなし,家 なし,金 なし,3な しで,大 学までは自分は全然行 く気がな
かったんですね。」
「高校 を出たらとにか く自分で食うと。金 を稼 ぐ。家を建てる。家庭 を作 ると。
これを目指 してね。だから迷わず,ぽ んと仕事に出たんです。」
「最終選考まで残ったが,家 系調査の結果やっぱり落選で した。」





















に,父 親が亡 くなりまして。そして,仕 事のところで私がある管理職をやっとる



















*対象者の 「生の言葉」 を 「 」 として表記す る。
*観察内容を 〈 〉 として表記する。
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り返 りどのように思うか,そ の理由は何か」に関する
語 りの中から,「社会階級」「主観的幸福感」 と 「人生
暦のふ り返 り」についての意味のある文脈(対 象者が




















テーマ 「自分自身の今 までの人生暦をふ り返 りどの
ように思うか,そ の理由は何か」について述べた文脈
から 「社会階級」「主観的幸福感」 と 「人生暦のふ り
返 り」に関する意味のあ る文脈 を抽 出 した(表1)。
なお,対象者の 「生の言葉」を活か した もので表記方
法は 「 」として表わ し,就業中の内容については業
務及び職責に関係 した事のみを集約 し記 した。
1.Aグ ル ープの場合
1)「社 会階級」 につ いて
対 象者A-3は,「 資格 を取 った ら,パ ッと広が った
のです。」 と言 い,介 護職員 の資格 を取得す る こ とに
よ り社 会階級が変化 し人生が広が った と述べ た。対象
者A-4は 「飲 む,打 つ,す べ てや って いたか らね え
～。安 月給 で,そ ん な こ とや って,よ う務 まっ たな
～。」 と,対 象者A-5も 「景気が悪 い時 は首 を きるぞ
うとか ……」 と自分 自身の企業 における立場 に関す る
言葉 を述べ た。対 象者A-1,A-2と もに就 業 中 の業
務 内容 な どの発言 はなかった。そ して,学 歴 について
述べ た対象者 はいなかった。
2)「主観 的幸福 感」 について
主婦 であ る対象者A-2は,「 おか げさまで」 と感謝
の意 味 の あ る言 葉 と 「頑 張 ります。」 とい う意 欲 を
言 ってい た。対 象者A-4は 「妻 は,一 言 も僕 の生 き
ざまに関 して文句 は言わなかった し,言 って も僕 は聞
か ん と思 うね。今 考 えた ら,よ く捨 て られ なか った
な あと思 うな～。」 とい う妻 に対す る言葉 と 「家 内 を
胃がんで亡 くしたんだけ どね。今 にな って,も う平気
なんだ よ。亡 くした こと自体 はね。生 きていかな きゃ
いけないか らね」 とい う自分 自身が生 きてい くための
心 の内 を語った。そ して,グ ルー プインタビュー当初
の 「あ る程 度 も自分の人生 なんて,振 り返 った ことな
い」の言葉 とは異 な り 「苦労 を苦労 と思 わないか ら,
幸 せな人生だ った と しか言い ようが ない。」 「持 って生
まれ た運 って しか言 い ようが ない。」 と,加 えて 「振
り返 った ら,ま あ,… …幸せだ った と しか……」 とい
う言 葉 を考 えなが らゆっ くりと発 してい た。対象 者
A-5は 「平穏 とい うか あま り変化が 無か った。」 と言
い,今 後の 自分 自身について笑い なが ら 「そ ろそ ろ終
末 も近いか なあ」 と述べてい た。
3)「人生暦のふ り返 り」 につ いて
対象 者A-1は,「 平 凡す ぎた。」 と述 べ た後,席 を
立 ち退 出 した。主婦 であ る対象者A-2は 「普通 の人
生 です。」「ボチ ボチ や らせ て も らってい ます。」 と,
対象者A-3は 「何 とかや って これま した。」 と述べ て
い た。対象者A-4は,「 あ る程度 も自分の人生 なんて,
振 り返 ったこ とない」「よ くあれだ け酒 を飲 んだ な。」
「自分の 人生狂 うほ ど飲 んでいた ら,サ ラ リーマ ンで
ね,定 年 迎 える ことは出来 なか っただ ろ うし～。」 と
言 い,妻 の死 に対 して 「家 内を胃がんで亡 くしたんだ
け どね。今 になって,も う平気 なんだ よ。亡 くしたこ
と自体 はね。生 きていかな きゃいけないか らね。」 と,
述 懐 してい た。対象 者A-5は,「 人並 み につい て き




現 在 も就 業 してい るの は対 象 者B-5・B-7・B-9・
B-10の4名で,対 象者B-5は 裁判所 の調停員 として,
対 象者B-7は 遺 産 な どに関す る講演活 動 を行 い,対
象者B-9は 自主 グル ープの役員 として,対 象者B-10







B-2は,「デパー トにち ょっと勤務 し,仕事の面白み
が どん どん湧いて きて信用がついてきたんですね。」












ね,ひ とつの壁 として私はあ りましたね。」と述べ,
就職 と経済的問題や家族的問題 との関係について語っ
た。対象者B-9は 「私がある管理職 をや っとるとこ
ろで,部 下が大変大 きな不正をやって くれ まして。」
と管理職時代のことを述べた。対象者B-10は「御堂
筋にあるかなりの企業のインテリア関係 にタッチ し







まで会社務めさせていただき楽 しいことばっか りで し
た。」「仕事の面白みがどんどん湧いてきて信用がつい
てきたんですね。」と,仕事の面白さについて発言を
した。対象者B-3は 「母を悲 しませず に見送ったこ
とが,自 分の誇 りです。」 と母への思いを話 した。対





評 していた。対象者B-7は 「今の到達点を見る限 り
は,幸 せな形の中でいま生活させていただいておると
いうようなことが基本になっとると思いますか らね。」
と,現在 を過去 と比較 して述べていた。対象者B-8
は 「波瀾万丈な人生を,幸か不幸か,送 っていないん
で。」 と,今 までの人生 を振 り返 った。対 象者B-9は
過去 の大 きな悲 しい 出来事 を乗 り越 え,「今 も割合 に
気楽 にい るのです,お まけの人生や と思 ってい ます。」
「お まけの人生 で,楽 しく生 きよう とい う形 の ところ
で ね。」 と,今 後 の 人生 の過 ご し方 につ いて語 った。
対象者B-9と 対象者B-10は 「おかげ」 とい う言葉 を
口 に した。
3)「人生暦 のふ り返 り」について
女性 で ある対象 者B-1は 「仕 事面 白 く,定 年 まで
会社務 め させていただ き楽 しい ことばっか りで した。」
と就業す ることの面 白さにつ いて語 った。対象者B-3
は,「旅館 してる人 と結婚 し地域 の人 に育 てて もらい,
そ して子 供 に も育 て られ ました。」 と言い,自 分 自身
と地域 や子供 たちの関係 について述べ ていた。対 象者
B-4は,「淡 々とこ こまで働 い て生 きて きた とい うよ
うな話 です。」「人生 は,ま だ まだ考える余 地があ ると
思 い ます。」 と言 ってい た。対 象者B-5は,「 良か っ
た なあ とい うこ とが,私 の ま あ人生観 です。」 と,自
分 自身の人生 につい て話 した。対 象者B-6は,「食 う
物 もな し ・家 な し ・金 な し3な しで,大 学 までは 自分
は全然行 く気 がなかったんですね。」「高校 を出た らと
にか く自分 で食 うと。金 を稼 ぐ。家 を建 てる。家庭 を
作 る と。 これを 目指 してね。だか ら迷 わず,ぽ ん と仕
事 に出 た んで す。」「45年,ま あ何 と言 うん です か,
食べ て,家 族 を作 って,家 を建 てて とやって きたんで
す。」 と述べ,何 もない ところか ら家 庭 と家 を作 った
こ とを話 した。対象者B-7は,「 お金が 無か ったか ら,
大学へ行 きたかったのですが行 けなかった。」 と語 り,
対象 者-6と 同様 に大学 卒で ない と言 うこ とを述べ
てい る。対 象者B-8は,「(家 族 を)食 べ させ てい く
こ とだけは,飢 えさ さんこ とだけは,し っか りしない
か んな と思 って今 日に来 ています ね。人生観 とした ら
で す ね。」 と家 族へ の役 割 を話 した。対 象 者B-9は
「もう人生で3回,悲 しい出来事 ござい ましてね。」 と
言 い,そ の3つ の 出 来 事 につ い て 語 っ た。対 象 者
B-10は「反骨精神で頑張 って きま した。」 と話 した。
3.AグループとBグ ループの対象者の人生に影響
を与えたもの
人生 に影響 を与 えた もの として,対 象者A-3は




と,対象者B-8は 「父親が良い学校 出ろよ,良 い会
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社に勤めろよ,と言 う」と親の存在について述べた。
対象者B-5は 「反骨精神で頑張って きた。」と,加 え
て対象者B-10も「反骨精神で頑張って きました。」
と自分の気概の在 り様が人生に影響を与えたと語った。
対象者B-8は 「人間関係の絆,家 族の絆 とい うのは
一番,僕 は絆 という言葉 を常 に座右の銘に していま
す。」 と,対象者B-9は 「人の縁がものす ごくあ りが
たい。」 と,人間関係 を言葉にした。
4.Aグ ル ー プ とBグ ル ー プ の グル ー プ イ ン タ
ビュー を通 して
自分 自身の今 までの人生暦のふ り返 りにつ いて,対
象者A-4は,グ ルー プイ ンタビュー 開始の 時点で は
「あ る程 度 も自分 の 人生 な ん て,振 り返 っ た こ とな
い。」 と述 べ てい たが,時 間 の 経 過 と と もに 「振 り
返 っ た ら,ま あ,… …幸 せ だ った と しか ……。」 と,
考 え なが らゆっ く りと発言 した。 また,対 象者B-5
は 「自分 史 をよ く書 くなあなんて思 ってい ま したが,
や っ ぱ り必 要 で す な。」 と述 べ た。対 象 者B-10は
「自分史 はすで に,結 婚 す るまで を書い てお ります 。」
と言 い,対 象 者B-8は 「自分 自身は書い てい ますが,
自分史的 な ものを人 に披露す るつ もりもあ りませ ん。」






















が える。この ような現況にあって,Aグ ループの対
象者は,全 員再就職 してお らず,就 業 中の人生暦を
ふ り返 り 「安月給で……」 という言葉や 「首をきるぞ
う～」 という発言から企業の管理者的立場でなかった
ことが推測 される。また大手企業の管理者的立場で
あったBグ ループの10名中4名 は,就 業中に培った
キャリアを活かして退職後 も再就職 し社会 とつなが り
を持っている。八 田20)は,学歴,企 業規模,役 職な
どの過去のキャリアが高齢者の就業継続に影響 を与え
ると報告 している。加えて,武 石21)は退職後の就業






は,1885(明治18年)に 著 した 「貧民論」の中で,
貧民は 「財産の乏 しき輩」であっても「賎 しき者」「愚
かなる者」を意味せず,「不幸にも社会の有様に由っ
てその地位 に回 り合わせた」に過 ぎず,「国家社会」
に均一の権利 ・保護を求めることの道理が存在すると

























は,そ れぞれの活動を通 じて社会 との繋が りを持って
い る。金子26)は,自分 自身のために何か をすること
を1人称の生 きがい,家族 ・親族,友 人などのために
何かをすることを2人称の生 きがい,他 人と地域社会
のために何かをすることを3人称の生 きがいと表現 し,
生 きがいを目的別に区分 している。Aグ ループの対
象者は地域社会のために何 らかの貢献をすることを目
的 としたグループのため3人 称の生 きがいを持ち,B
グループの対象者は,生 きがいのあるセカンドライフ
を送ることを目的としたクラブのため1人称の生 きが






















明確 に主観的幸福感 を発言があった。 しか し,Aグ




と思われる。しか し,Aグ ループの1名 のみが,「酒
中心の人生」であった事を語 り 「自分の人生なんて,
振 り返ったことない」と発言 していたが,グ ループイ
ンタビュー終了時には 「振 り返ったら,ま あ,… …幸
せだったとしか……。」 と,主観的幸福感を述べ るに
至った。この変化は,本研究が自分自身の人生暦を振
り返 る契機 となった と考 える。 また,6年前 に亡 く



















も残 り31),アイデ ンティティの形成 にも大 きく影響
したと考える。
対象者が語った 「おかげ」には,「周 りの人の支え











































ミクスが作用 し多 くの意見が引 き出せ る安梅37)と考
えたため,調 査方法にグループインタビューを採用 し
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